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１．概要 

 本市では、一人一日当たりのごみ排出量が道内 35市中 34 位（平成 29年度 一般廃棄物処理実態調

査（環境省））と、多い状況が続いており、ごみ減量が課題となっている。 

このことから、家庭から排出される「一般ごみ」の内訳がどのようになっているのか、また、「生ご

み」や「資源物」など、市が分別収集を実施している廃棄物の混入状況について調査を実施した。 

 

２．調査日及び対象地区 

 ①令和元年 ９月 ５日（木） 宝来、大黒、富岡地区 

②令和元年１１月１９日（火） 恵比須、末広、緑地区 

 

３．調査概要 

対象地区から、①戸建住宅周辺、②集合住宅周辺、③公営住宅周辺など、偏ったごみ構成とならな

いようにごみステーションを選定、１地区あたり 15 袋を目安に「一般ごみ」を回収し試料とした。 

各地区から回収した「一般ごみ」は、それぞれを計量後、簡易法（注 1）及び四分法（注２）によ

る縮分を行い、約 30㎏を調査試料として採用、別表１の区分に分類後、それぞれを計量し構成比を

算出した。 

  

注 1）簡易法 

同じ重量のごみ袋２つを選び一方を捨てる作業を繰り返し、残った試料を採用する。 

注 2）四分法 

 良く混合した試料を４等分し、相対する２つの部分を無作為に選び試料として採用する。 
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別表１ 

一
般
ご
み 

紙ごみ ちり紙、紙製容器、紙コップ、感熱紙、洗剤の箱 

紙おむつ 子ども用、大人用 

布類 下着、ぞうきん、ぬいぐるみなど 

草木類 刈り草、選定枝 

プラスチック製品 ハンガー、食器、玩具など 

皮革・ゴム類 靴、カバンなど。（合皮はプラ） 

陶磁器・ガラス類 食器、花瓶、窓ガラスなど 

生ごみ不適物 骨、貝殻、エビの殻など 

その他 割りばし、木製品、アルミカップなど 

生ごみ 分別回収可能な生ごみ全般 

資

源

物 

紙

類 

新聞 チラシはその他の紙 

雑誌  

段ボール  

その他の紙 チラシ、空き箱、ハガキ、封筒、コピー用紙など 

飲料用紙パック 牛乳パックなどアルミコーテティングされていないもの 

缶

類 

アルミ缶  

スチール缶  

び

ん

類 

無色びん  

茶色びん  

その他びん  

プ

ラ

類 

ペットボトル フタ及び外装ラベルは容器包装プラスチック 

容器包装プラスチック 商品や食料品が入っていた「容器」、商品を包んでいた「包装」 

白色トレイ 白色発泡スチロール箱を含む 

そ

の

他 

金属類 
ビンのフタ、スプレー缶、フライパンなど。全体の 50％以上が金属

でできたもの（ホーロー鍋も可） 

古衣類 下着を除く衣服 

蛍光管・乾電池・体温計・温度計  

小型家電  
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４．調査結果 

 
※１ 構成比は少数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100 とはならない 

※２ 対象地区及び回収量 

１回目：宝来、大黒、富岡地区 55 袋・145.5 ㎏ 

２回目：恵比須、末広、緑地区 67 袋・180 ㎏ 

 

調査結果 調査結果

1 紙ごみ 4,404 g 14.6% 6,350 g 17.3%

2 紙おむつ 1,199 g 4.0% 110 g 0.3%

3 布類 302 g 1.0% 481 g 1.3%

4 草木類 1,789 g 5.9% 0 g 0.0%

5 プラスチック製品 263 g 0.9% 1,395 g 3.8%

6 皮革・ゴム類 0 g 0.0% 0 g 0.0%

7 陶磁器・ガラス類 0 g 0.0% 0 g 0.0%

8 生ごみ不適物 59 g 0.2% 0 g 0.0%

9 その他 811 g 2.7% 5,385 g 14.7%

10 生ごみ 10,028 g 33.2% 33.2% 7,616 g 20.8% 20.8% 27.0%

11 新聞 289 g 1.0% 409 g 1.1%

12 雑誌 1,045 g 3.5% 0 g 0.0%

13 段ボール 364 g 1.2% 122 g 0.3%

14 その他の紙 1,909 g 6.3% 4,563 g 12.5%

15 飲料用紙パック 168 g 0.6% 457 g 1.2%

16 アルミ缶 255 g 0.8% 36 g 0.1%

17 スチール缶 84 g 0.3% 208 g 0.6%

18 無色びん 770 g 2.6% 567 g 1.5%

19 茶色びん 109 g 0.4% 239 g 0.7%

20 その他びん 0 g 0.0% 0 g 0.0%

21 ペットボトル 419 g 1.4% 225 g 0.6%

22 容器包装プラスチック 5,708 g 18.9% 5,982 g 16.3%

23 白色トレイ 133 g 0.4% 65 g 0.2%

24 金属類 0 g 0.0% 937 g 2.6%

25 古衣類 0 g 0.0% 1,298 g 3.5%

26
蛍光管・乾電池

体温計・温度計
56 g 0.2% 194 g 0.5%

27 小型家電 0 g 0.0% 0 g 0.0%

30,164 g 100.0% 100.0% 36,639 g 100.0% 100.0% 100.0%合　　　計

資

源

物

紙

類

37.6%

缶

類

び

ん

類

プ

ラ

類

そ

の

他

生ごみ

構成比

37.4%

41.7%

33.4%

39.7%

構成比

一

般

ご

み

29.3%

1回目（令和元年9月5日） 2回目（令和元年11月19日） 構成比

平均
種別 詳細



 p. 4  

５．収集区分ごとの構成比 

調査結果では、適正に排出された「一般ごみ」の重量は、全体のわずか 33.4％であり、残りは、「生

ごみ」又は「資源物」として分別排出されるべき廃棄物であった。 

適正な分別によって「一般ごみ」の重量は約 1/3 に抑えられることから、最終処分場の延命とリサイ

クル率の向上のため、分別の徹底が必要である。 
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（１）区分：一般ごみについて 

 適正に排出された「一般ごみ」の内訳は、「資源物」としてリサイクルができない「紙ごみ」が最も

多く、全体の 47.7％と約半分を占めていた。 

 

  

  

紙ごみ

47.7%

紙おむつ

5.8%

布類

3.5%

草木類

7.9%

プラスチック製品

7.3%

生ごみ不適物

0.3%

その他

27.5%

紙 ご み ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品 

そ の 他 ご み 草 木 類 
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（２）区分：生ごみについて 

 調査結果では、「一般ごみ」のうち 27.0％が「生ごみ」であった。 

本市の平成 30 年度の家庭系一般ごみ収集量である 4,679ｔを基に推計すると、1,263ｔ※1の「生ご

み」が分別されずに「一般ごみ」として排出されていることになる。 

これは、市が平成 30年度に収集した「生ごみ」1,091ｔを上回るものであり、市内で発生する「生ご

み」のうち、半数以上が埋立処分されていると推察される。 

まずは、「生ごみ」を適正に分別排出することが必要であるが、捨てられた「生ごみ」には、調理く

ずのほか、食べ残しや賞味期限が過ぎた食品、手がつけられていない果実や野菜、菓子類なども見ら

れ、分別排出の観点からのみならず、食品ロス問題への対策と市民のライフスタイルを含めた意識の改

革も重要である。 

 

  

  

 

※1 4,679t×27.00％＝1,263.33t 
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（３）区分：資源物について 

 調査結果では、「一般ごみ」のうち 39.7％が「資源物」であった。 

このうち、「容器包装プラスチック」と「その他の紙」の２品目が資源物全体の７割近くを占める状

況となっている。 

平成 20年度に分別収集を開始した「容器包装プラスチック」は、商品の外装や容器、レジ袋など、

日常生活のあらゆる場面で利用されており、その種類は多種多様である一方、同じ性質・形状であって

も容器包装以外のプラスチック製品は分別の対象とならないなど、分別方法が複雑で手間も必要である

ことから、「一般ごみ」として排出されている可能性が考えられる。 

 しかし、平成９年度に分別収集を開始した缶・びん・ペットボトル・紙パック、平成 13年度に開始

した新聞紙・雑誌・段ボール・その他の紙については、20 年近い歴史があり、分別方法について知られ

ていないのではなく、 

①ごみ分別が生活習慣として根付いていないこと。 

②有料の「一般ごみ」袋に入れてしまえば、分別をしなくても良いと考えていること。 

これらも、分別の徹底がなされていない要因であると推察される。 
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アルミ缶

1.3%

スチール缶
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5.3%

茶色びん

1.3%

ペットボトル

2.5%

白色トレイ
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金属類

3.3%

古衣類

4.5%

蛍光管・乾電池・体温計・

温度計
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「一般ごみ」に混入していた「資源物」 

ア ル ミ 缶 無 色 び ん 

ＰＥＴボトル 新 聞 紙 

雑 誌 ダ ン ボ ー ル 

白 色 ト レ ー 容器包装プラスチック 
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５．まとめ 

 今回の調査では「一般ごみ」として排出された廃棄物のうち、約 2/3 が「資源物」及び「生ごみ」で

あった。本来、これらの廃棄物は埋立によって最終処分するものではなく、再資源化されることを目的

としており、リサイクル率と最終処分場の埋立容量にも影響している状況である。 

 本市では、一般廃棄物総量が減少する一方でリサイクル率は微増している状況であるが、調査結果か

ら未だ分別排出の徹底が図られていない実態が明らかになった。 

 「資源物」及び「生ごみ」についても廃棄物の一部であることから、分別排出の徹底とごみ減量は直

接的に結びつかないものであるが、基本的ルールが徹底されなければ、その先にあるごみ減量の実現も

困難であると考える。 

 

これらを踏まえ、 

①市民のごみに対する全体的意識は希薄で、分別の徹底がされていない 

②環境問題だけではなく、ごみを処理するための費用的な面からもごみ減量は重要である 

これらのことについて、改めてごみの分別処理、減量化に向けて周知啓発対策を実施する必要がある。 

 

（具体的取組） 

〇広報紙、ホームページ等による周知啓発 

〇町内会、各種団体で出前講座の実施 

〇稚内市廃棄物減量等推進員向け説明会の実施 

〇ステーション巡回指導の強化 

 

また、本調査については今後も年１回程度の家庭系ごみ質調査を行うほか、事業系ごみの調査手法等

についても検討する。 

 

以上 


